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挙

結

選

果

▽
茨
城
県
鹿
嶋
市
長
選
挙

（
４
月
５
日
告
示
）

田
口
伸
一
氏
（
平
４
経
営
）

２
選

校
友
会
代
議
員
会

▽
６
月
13
日（
土
）11
時
30
分

〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

館
３
０
３
教
室

〈
水
戸
支
部
総
会
〉
▽
５
月

30
日（
土
）17
時
〜
▽
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
（
水
戸
市
）

〈
青
森
県
連
合
会
総
会
、
八

戸
支
部
合
同
交
流
会
〉
▽
６

月
６
日（
土
）16
時
〜
▽
八
戸

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
八
戸
市
）

〈
板
橋
支
部
総
会
〉
▽
６
月

６
日（
土
）17
時
30
分
〜
▽
Ｙ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
豊
島

区
）

〈
旭
川
支
部
総
会
〉
▽
６
月

12
日
（
金
）18
時
〜
▽
旭
川
ト

ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル（
旭
川
市
）

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉
▽
６
月

14
日
（
日
）13
時
〜
▽
湊
川
神

社
楠
公
会
館（
神
戸
市
）

〈
山
形
支
部
総
会
〉
▽
６
月

20
日（
土
）14
時
〜
▽
最
上
峡

く
さ
な
ぎ（
山
形
県
戸
沢
村
）

〈
西
湘
支
部
総
会
〉
▽
６
月

20
日（
土
）15
時
30
分
〜
▽
一

膳
飯
屋
八
起（
小
田
原
市
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

申 

問【
校
友
会
事
務
局
】℡ 

03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

校
友
会
定
時
総
会
２
０
２
６

校
友
会
定
時
総
会
２
０
２
６

▽
日
時
＝
７
月
11
日（
土
）12
時
～

�

（
受
付
開
始
11
時
30
分
予
定
）

▽
場
所
＝
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿

�

（
東
京
都
新
宿
区
）

▽
会
費
＝
１
万
２
０
０
０
円（
当
日
受
付
に
て
）

▽
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
６
月
12
日（
金
）

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉「
駒
澤
×

昭
和
女
子
×
専
修
３
大
学
合

同
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
実
践
講
座
」
を
６
月
６

日
（
土
）
に
対
面
で
開
催
し

ま
す
。
現
役
人
事
担
当
者
や

就
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
面
接

官
を
担
当
し
、
他
大
学
生
と

一
緒
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の

　
新
入
留
学
生
を
歓
迎
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
４
月
11
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
正
規
留
学
生
と
、
国

際
交
流
協
定
校
か
ら
の
特
別

聴
講
生
計
約
50
人
が
参
加

し
、
留
学
生
同
士
や
先
輩
、

教
職
員
や
校
友
会
・
育
友
会

の
役
員
と
交
流

を
深
め
た
。

　
日
本
で
の
就

職
を
希
望
す
る

学
生
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
後
、

新
入
留
学
生
歓

迎
交
流
会
と
グ

ル
ー
プ
別
懇
談

会
を
実
施
。
懇

談
会
で
は
、
授

業
の
受
け
方
や

ゼ
ミ
、
サ
ー
ク

ル
や
ア
ル
バ
イ

ト
、
将
来
の
就

職
活
動
な
ど
学

内
外
で
の
活
動

に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

　
続
い
て
校
友
会
・
育
友
会

主
催
の
「
留
学
生
を
囲
む
会
」

が
開
か
れ
、
国
や
年
代
を
超

え
て
語
り
合
い
、
親
ぼ
く
を

深
め
た
。
韓
国
出
身
の
文
学

部
１
年
次
生
は
「
履
修
や
日

本
で
の
就
職
活
動
に
つ
い
て

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
安

心
し
た
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ

ん
の
日
本
人
の
友
達
を
作
り

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

■
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
（
カ
ナ

ダ
、
４
月
〜
27
年
４
月
）
柴

田
真
澄
（
文
４
）
松
丸
和
未

（
文
３
）

　
学
校
法
人
専
修
大
学
は
４

月
１
日
付
で
、
㈱
オ
ー
チ
ュ

ー
（
渋
谷
区
）
と
陸
上
競
技

部
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
に
関
す
る
契
約
を
結
ん

だ
。
同
社
の
片
野
由
布
代
表

取
締
役
が
16
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
本
学
関

係
者
と
懇
談
。
箱
根
駅
伝
本

戦
出
場
に
向
け
大
き
な
期
待

を
寄
せ
た
。

　
契
約
期
間
は
１
年
間
。
公

式
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
同
社
の

ロ
ゴ
を
掲
出
す
る
。
片
野
氏

は
校
友
（
平
20
法
）
で
、
在

学
時
は
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
で

主
将
と
し
て
活
躍
し
た
。
片

野
氏
が
、「
一
フ
ァ
ン
一
卒
業

生
と
し
て
応
援
し
て
お
り
、

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
支
援
で

き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思

っ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を
送

る
と
、
長
谷
川
淳

監
督
は
「
皆
様
を

勇
気
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
活
躍
が
で

き
れ
ば
」
と
感
謝

を
述
べ
た
。

　
同
社
は
ト
ー
タ

ル
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
企
業
で
、
ス

ポ
ー
ツ
事
業
な
ど

も
展
開
し
て
い

る
。

懇談会で語り合う留学生と教員、先輩学生ら

新
入
留
学
生
を
歓
迎

育
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　育友会では、ご父母・保護者を対象とした「神田キャンパス見学会」
と「就職懇談会」（学生の参加も可）を開催します。詳細及びお申し込み
は本学ホームページからお願いします。定員になり次第締め切ります。

申し込み  ５月20日（水）～６月12日（金）
◆ 神田キャンパス見学会

【日 時】６月27日（土）
　  午前の部　10：20 ～ 11：20（予定）
　  　※集合場所 10号館３階10031教室
　  午後の部　13：40 ～ 14：40（予定）
　  　※集合場所 10号館１階ロビー 申し込み

◆ 就職懇談会
【日 時】６月27日（土）
　　　　13：00 ～ 16：30（予定）

【場 所】神田キャンパス
　　　　３号館３階303教室

申
し
込
み

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

ひとりで悩まず、対策室に相談を！
　キャンパス・ハラス

メント（セクハラ、アカ

ハラ、パワハラなど）

とは、教員と学生、上司と部下、先輩と後輩など

の優越的地位にある者が、学生など力の弱い側

の心と人格を深く傷つける言動により、不快感

や不利益を与え、または差別的に取り扱うこと

によって、相手方の尊厳や人格を傷つけ、教

育、研究、学修および就労の機会を大きく損な

う人権侵害行為です。

　本学では、ハラスメントのないキャンパスを

目指して「専修大学キャンパス・ハラスメント

防止規程」および「ガイドライン」を制定し、

学長が「キャンパス・ハラスメント防止宣言」

を公表し、「真相を究明し、被害者の救済及び

権利の回復等を図りつつ、加害者に対しては厳

正に対処し、再発防止という視点からも、断固

とした厳しい姿勢で臨む」と宣言しています。

　皆さんの身近なところに「キャンパス・ハラ

スメント対策室」があります。対策室は、キャン

パス・ハラスメント相談窓口として、ハラスメ

ント防止と被害者の救済に取り組んでいます。

　皆さんが、ハラスメントを受けた場合の対処

法としては、第一に、相手方の不快な言動の内

容や起こった日時・場所などをできるだけ詳し

く記録しておきましょう。

　第二に、ひとりで悩まないで、キャンパス・

ハラスメント対策室へ相談してください。対策

室は、ハラスメント問題について独立した権限

をもつ中立的な機関です。皆さんが相談された

ことなどの秘密は厳重に守られますので、安心

してご相談ください。

　　（キャンパス・ハラスメント対策室長、

法学部教授　内藤光博）

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約

㈱
オ
ー
チ
ュ
ー
×
陸
上
競
技
部

㈱
オ
ー
チ
ュ
ー
×
陸
上
競
技
部

環
境
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
年
問
わ
ず

参
加
で
き
ま
す
の
で
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
開
催
場
所
は
駒
澤
大
学

駒
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
、
詳
細
は

「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」
の
「
就
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉
４
年
次

生
を
対
象
と
し
た
求
人
情
報

が
引
き
続
き
多
く
の
企
業
か

ら
届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
、
就
職
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」
の

「
専
大
生
に
会
い
た
い
企
業
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
進
路
決
定
者
は

「
進
路
届
」
を
就
職
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」
に

て
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
「
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
」
か
ら
「
就
職
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
に
も
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

26
年
度
長
期
交
換
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム（
第
２
期
）

片野氏（右）と長谷川監督

企画を通して親ぼくを深めた留学生を囲む会

　
34
年
続
く
佐
竹
ゼ
ミ
で
は
「
文
明

を
歩
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

世
界
各
国
の
文
化
、
風
土
、
宗
教
、

民
族
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今

回
、
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
、
国
際
交
流

協
定
校
で
あ
る
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の

学
生
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
学
で
の
交
流
で
は
、
お
互
い
の

自
己
紹
介
や
文
化
紹
介
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ラ
オ
ス
の
食
事
や
伝
統
的
な
踊

り
、
楽
器
な
ど
も
見
て
、
本
当
に
忘

れ
ら
れ
な
い
経
験
と
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
印
象
深
か
っ
た
の
が
、
交

流
会
の
発
表
で
披
露
さ
れ
た
踊
り
や

楽
器
を
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
実
際

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
発
表
で
聞
い
た
文
化
を
、
実
際
の

生
活
の
中
で
体
験
す
る
こ
と
で
、
ラ

オ
ス
の
文
化
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

日
本
と
は
異
な
る
価
値
観
や
文
化
に

つ
い
て
、
教
室
の
中
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
交
流
は
２
日
間
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
、
温
か
い
ラ
オ
ス
の
学
生

た
ち
の
お
か
げ
で
、
非
常
に
充
実
し

た
、
二
度
と
忘
れ
ら
れ
な
い
時
間
と

友
情
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ゼ
ミ
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
社
会
人
生
活
、
そ
し
て

今
後
入
っ
て
く
る
ゼ
ミ
の
後
輩
た
ち

の
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

松
長
根
颯
人
（
令
８
経
営
）

ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
学
生
た
ち
と

文
明
を
歩
く

文
明
を
歩
く

佐
竹
教
養
ゼ
ミ

ラオス国立大学で学生と交流ラオス国立大学で学生と交流
　佐竹弘靖教養ゼミ「文明を歩く」は、世界の国々を取り上げ、

歴史や風土、生活などを、文化人類学やスポーツ人類学など幅

広い視点から研究する。最終課題として現地でのフィールドワ

ークを実施し、グローバルな視野と分析能力を養う。2025年度

は２月に佐竹教授とゼミ生５人が、ラオスを訪問した。


